
【様式１】

）
※校園コードを必ず入力してください。

学校名

※学校名は校園コードを入力すると自動で表記されます。

１　配付額 円 決算額 円

２　配付上限額

学校配当 学級数 特別支援学級数 学級配当

＋ ＋ ×

※カッコ内に学級数を入力してください。色付きセル部分は自動計算されます。

配付上限額

＝

３　年度目標（予算反映するもののみ記載）

４　年度目標達成に向けた取組内容（予算反映するもののみ記載）

５　年度目標に対する進捗状況を測る指標

※事業効果は必ず数値目標を設定のうえ、進捗状況を測ることができる内容としてください。

６　昨年度からの改善点など　※自由記入

学級単位ではなく、学年、学校が一つになれるような取り組みを行った。また、職員会議や生活指導
部会、特別支援部会、職員朝会等で日々の児童の実態についての共通理解を図り、自己肯定感が高ま
るよう、継続的に指導、対応していった。また、なかよし班活動などの異学年交流を積極的に行っ
た。

取組内容⑥【基本的な方向２　豊かな心の育成】
　　児童が「学校に行くのが楽しい」と思うような学年経営・学級経営を行う。

児童が楽しいと思う取り組みを学期に1回実施する。

指標に対する達成状況（取組完了時） 達成

令和5年度　校長経営戦略支援予算【学校配付】実施報告書

（校園コード 741697

鷹合小学校

930,000 → 844,726

取組に対する評価状況

学校関係者による評価実施済

＜学校の年度目標＞
① 令和５年度の学校アンケートで、「学校に行くのが楽しい」の項目で「そう思う」「どちらかとい
えばそう思う」の割合を85%以上にする。

目標に対する達成状況（取組完了時） 達成

令和４年度の学校アンケートでは、「学校に行くのが楽しい」の項目で「そう思う」「どちらかとい
えばそう思う」の割合が第１回は９０％、第２回は９６％になり、目標を大きく上回った。 Ａ

350,000 12学級 8学級 29,000

930,000

児童が楽しいと思う取り組みについては、学年ごとに以下のように取り組んだ。
１年生…お楽しみ会、シャボン玉、どんぐりランド、昔遊び
２年生…お楽しみ会、ドッジボール大会、おもちゃランド、おいもパーティー、大根パーティー
３年生…お楽しみ会、ドッジボール大会、七輪体験、異学年との学習
４年生…お楽しみ会、お楽しみ体育、ENJOY祭り、百人一首大会、異学年との学習
５年生…お楽しみ会、ドッジボール大会、一泊移住に向けての取り組み
６年生…お楽しみ会、サマーフェスティバル・修学旅行・茶話会に向けての取り組み
学年ごとに児童の実態に合わせた取り組みを計画し、学校が楽しい居場所になるよう、仲間意識を高
められるよう取り組んだ。
上記以外でも、全学年で実施する「なかよしオリエンテーリング」、PTAや地域と協力して実施する
「サマーフェスティバル」、「提灯の集い」なども行い、学校での取り組みを楽しみにしている児童
が増えた。さらに、学年としての一体感も生まれ、様々な場面で協力して活動する姿が多く見られる
ようになった。どの学年も楽しい取り組みを学期に２回以上入れることができた。

Ａ

【達成状況に関する評価基準】※運営に関する計画の評価基準と同じ

Ａ：目標を上回って達成した Ｂ：目標どおりに達成した

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかったＤ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかっ

た

黄色塗り部分は

決算報告時に記

載（配付申請時

は記載不要）



７．取組内容・予算内訳

（１）取組内容【基本的な方向番号、名称】

①予算内訳

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

円

円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

円

円

上記の下見にかかる旅費

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

円

円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

円

円

②決算内訳
＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

円

上記の下見にかかる旅費

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

円

上記の付添にかかる旅費

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

＠ × 名 ＝ 円

円

8-5 3年 あべのハルカス見学　下見 480 2 960

8-5 5年 読売新聞見学　　　　下見 580 3 1,740

1,740

2,000

計 13,910

432 5 2,160

8-5 5年 読売新聞見学　　　　付添 522 5 2,610

2,610

2,610

8-5 4年 平野焼却工場見学　　付添

8-5 4年 大阪市立科学館見学　付添 522 5

8-5 6年 ピース大阪、歴史博物館見学　下見 580 3

8-5 予備費

8-5 6年 ピース大阪、歴史博物館見学　付添 522 5

8-5 予備費 2,000

計 10,100

8-5 3年 あべのハルカス見学　付添 384 5 1,920

1,740

8-5 4年 平野焼却工場見学　　下見

計 46,640

8-5 3年 あべのハルカス見学　下見 480 3 1,440

480 3 1,440

8-5 4年 大阪市立科学館見学　下見

4年 平野焼却工場見学　　交通費

予備費 2,000

78 18,720

580 3

5年 読売新聞見学　　　　交通費 240 44 10,560

11-1 6年 ピース大阪、歴史博物館見学　交通費

13-1

計

240 62 14,880

11-1 予備費 2,000

委員会使用欄 達成

取組内容⑥【基本的な方向２　豊かな心の育成】
　　児童が「学校に行くのが楽しい」と思うような学年経営・学級経営を行う。
・校外体験学習（社会見学）の実施

Ａ

192 73 14,01611-1

11-1 3年 あべのハルカス見学　交通費 192 72 13,824

11-1 4年 大阪市立科学館見学　交通費 240 73 17,520

72,800

13-1 3年 あべのハルカス入場料　児童のみ 360 72 25,920

13-1 4年 プラネタリウム観覧料　児童＋教職員 240

11-1

11-1 3年 あべのハルカス見学　交通費 192 68 13,056

11-1 4年 大阪市立科学館見学　交通費 240 67 16,080

11-1 4年 平野焼却工場見学　　交通費 192 67 12,864

11-1 5年 読売新聞見学　　　　交通費 240 44 10,560

13-1 4年 プラネタリウム観覧料　児童＋教職員 240 71 17,040

小計 41,520

11-1 6年 ピース大阪、歴史博物館見学　交通費 240 45 10,800

小計 63,360

13-1 3年 あべのハルカス入場料　児童のみ 360 68 24,480

8-5 4年 大阪市立科学館見学　下見 290 1 290

8-5 4年 平野焼却工場見学　　下見 480 2 960

8-5 5年 読売新聞見学　　　　下見 580 2 1,160

8-5 6年 ピース大阪、歴史博物館見学　下見 580 2 1,160

小計 4,530

8-5 3年 あべのハルカス見学　付添 384 2 768

8-5 4年 大阪市立科学館見学　付添 522 4 2,090

8-5 4年 平野焼却工場見学　　付添 432 5 2,156

8-5 5年 読売新聞見学　　　　付添 522 3 1,566

8-5 6年 ピース大阪、歴史博物館見学　付添 522 3 1,566

小計 8,146



（２）取組内容【基本的な方向番号、名称】

①予算内訳

円

円

②決算内訳
＠ × 台 ＝ 円

＠ × 台 ＝ 円

円

※ 芸術鑑賞は国の事業で実施

（３）取組内容【基本的な方向番号、名称】

①予算内訳

円

円

円

円

②決算内訳
＠ × 個 ＝ 円

＠ × 個 ＝ 円

＠ × 台 ＝ 円

＠ × 台 ＝ 円

＠ × 台 ＝ 円

円

＠ × 台 ＝ 円

＠ × 台 ＝ 円

＠ × 台 ＝ 円

円

円
※ 研究紀要はデジタル化配信し、印刷せず

※ 取組内容・予算/決算内訳欄が足りない場合は適宜追加してください。

委員会使用欄は空欄としてください。

委員会使用欄

12 芸術鑑賞 330,000

計 330,000

10-4 研究紀要印刷 330,000

計 126,550

委員会使用欄 達成

取組内容⑥【基本的な方向２　豊かな心の育成】
　　児童が「学校に行くのが楽しい」と思うような学年経営・学級経営を行う。
・芸術鑑賞の実施
・音楽演奏会の実施

Ａ

10-1 その他消耗品 126,550

計 330,000

達成

Ａ

取組内容⑧【基本的な方向５　健やかな体の育成　】
体育の授業では、課題を明確にした学習過程を計画し、子どもが「技の伸び」や
「できる喜び」を実感し、体力・運動能力の向上を目指す。
・デジタル環境を整備し、児童にICT機器を積極的に活用させる。
・取組みを区で研究発表する。
・研究紀要を作成し、それらをデジタル化する。

17-2 ポータブルPAミキサーセット 77,200 1 77,200

17-2 電子ピアノ 63,580 1

合計 140,780

63,580

2 7,600

10-1 Bluetoothスピーカー 49,000 2 98,000

10-1 スピーカー屋外用ケース 7,500 2 15,000

小計 321,200

合計 586,390

10-1 タブレット端末cromeOS 44,790 1 44,790

小計 265,190

17-2 ビデオカメラ 57,200 1 57,200

17-2 ワンタッチテント大 143,000 1 143,000

17-2 ワンタッチテント中 121,000 1 121,000

10-1 タブレット端末iOS 49,900 2 99,800

10-1 タブレットケース 3,800


